
年少 年中 年長
1 水 研修 11:10 11:20 11:30

2 木 安全点検　保健指導（りんご） 13:00 13:50 14:00

3 金
年少中親子遠足　お弁当
創立記念日（１０８周年）

14:00

4 土

5 日

6 月 個人面談①（年少）　実習事前指導② 13:00 13:50 14:00

7 火 保健指導（さくら） 13:00 13:50 14:00

8 水 研修 11:10 11:20 11:30

9 木 個人面談②（年少） 13:00 13:50 14:00

10 金
砂場消毒（りんご）保健指導（やま）
個人面談③（年少）★口座振替日

13:00 13:50 14:00

11 土

12 日

13 月 実習事前指導③ 13:00 13:50 14:00

14 火 チューリップクラブ③　職員会議⑤ 13:00 13:50 14:00

15 水 引き渡し訓練説明会１０：５０～ 11:10 11:20 11:30

16 木 幼小連携②　耳鼻科・眼科検診 13:50 14:00 14:10

17 金
誕生会
わくわくデー②（年中長）

13:00 13:50 14:00

18 土

19 日

20 月 砂場消毒予備日 13:00 13:50 14:00

21 火 聴力検査（さくら）幼小連携予備日 13:00 13:50 14:00

22 水
引き渡し訓練
研修　水遊び用具準備

23 木
ねぷた製作②色付け（ホール）
９：００～１１：００　やま・保護者

13:00 13:50 14:00

24 金
水遊び開始
ズック持ち帰りデー 13:00 13:50 14:00

25 土

26 日

27 月 13:00 13:50 14:00

28 火
さくらんぼ狩り体験（やま）
実習事前指導④

13:00 13:50 14:00

29 水
ねぷた製作③組立（ホール）
９：００～１１：００保護者 11:10 11:20 11:30

30 木 13:00 13:50 14:00

降園時刻

引き渡し

13:10

教 育 目 標
○考えて行動する子
○健康で元気な子
○心を動かす子

弘前大学教育学部
附属幼稚園だより
令和４年５月３１日（火）

６月号
文責：副園長

主体性を育む 先日，「みんなの時間」に，あるゲームをして
いたクラスでの出来事。ある子が，何が何でもジャンケンは嫌だ！の一点張りで，
ゲームが中断していました。どうやら理由があるようですが，傍目からはただのわ
がままにしかみえません。しばらく１対１で話を聞いていた先生は，最後に笑顔で
こう言いました。「そうか，わかった！じゃあ，先生が一緒にやるから，次はジャン
ケンしてね。いい？」するとその子は「うん。」と納得し，周りの子たちも，何事も
なかったかのようにみんなにこにこしながら，ゲームは再開しました。「ええ！これ
って，単なる甘やかしでは？わがままを受け入れていいの？」と，普通なら誰もが
そう思うところですが，実はそこには様々な理由があったのです。その時の教師の，
個に応じた的確な判断と対応に，さすが！と唸ってしまいました。

子どもがなぜそのような行動をするのか，どんな対応や援助，指導がベストなのかを見極めるために，先生方は
普段から子どもをよく観察し，そして丁寧に話を聞いています。特に年少児は，「お片付けの時間ですよ」「お部屋
に戻りますよ」と言っても，なかなか切り替えられず，まだ遊んでいたい子もいます。「いつまで遊んでるの，早く
片付けなさい！」ではなく，「もっと遊びたいんだよね，じゃあ，あと何回やったら終わりにする？」そうすると，
子どもは「あと３回！」などと自分で決めるのです。そして，３回や
って，遊ぶのをやめて，お部屋に戻ります。「ちゃんと終われたね，
えらいえらい。」子どもは『遊びをやめてお部屋に戻った』ことをし
っかり認めてもらえたので，だんだん切り替えられるようになってい
きます。最終的には，我慢すること，約束事やルールを守ること，相
手の気持ちを考え，折り合いをつけることなど，自分で判断し，自分
で考えて行動できるようになっていくのです。
「そうか，わかった。じゃあ，こっちとこっち，どっちにする？」

「そうだったんだね。じゃあ，あなたはどうしたいの？」「なるほど。
先生はこう思うけど，あなたはどう思う？」そんなふうに，いったん
受けとめ，次に子どもに問いかけ，最後は自己決定をさせながら，信
頼関係を築いていく。自分の話をちゃんと聞いてくれる，わかってく
れる，自分の気持ちを出していいんだ，という「大人に受けとめても
らえた」という経験の積み重ねが安心感に繋がり，「自分はこうした
い」という主体性を育んでいく根っこの部分になるのだと思います。

自分のことは自分で決めて，責任をもっ
てやり遂げる子に育てる。それは，言い換
えれば，自分の人生に責任を持つことを教
えるということです。
主体性を育むチャンスは，普段の生活の

いたるところにちりばめられているのだと
気づかされた，ある日の一場面でした。

年少 年中 年長
1 金 安全点検　チューリップ④ 13:40 13:50 14:00
2 月 お弁当　幼中交流①　職員会議⑥ 13:40 13:50 14:00
5 火 幼中交流②　わくわくデー③ 13:40 13:50 14:00
6 水 11:10 11:20 11:30
7 木 誕生会＆七夕会　事前実習指導⑤ 13:40 13:50 14:00
8 金 年長交通安全教室（交通公園） 13:40 13:50 14:00
11 月 幼中交流③　口座振替日 13:40 13:50 14:00

12 火
給食終了　個人面談①（年中長）
幼中交流④

13:40 13:50 14:00

13 水
ねぷた運行
個人面談②（年中長）

10:45 10:50 10:55

14 木
午前保育　ねぷた運行予備日
幼中交流⑤　個人面談③（年中長）

11:10 11:20 11:30

15 金
午前保育　夏休み前集会
個人面談④（年中長）

11:10 11:20 11:30

19 月 夏季休業開始～８／２１

降園時刻


